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○ 人として、自分を律し、自己研鑽にはげもう

其の身を正しくすること能わずんば、
そ あた

人を正しくすることを如何せん （子路十三）

いかん

【意味】 もし自分の身を正しくすることができなければ、どうして人を正しくすることができよ
うか。

【解説】 指導者自身が、自らを律し、正しくあろうと努めなければ、どうして人(子どもたち)を
正しい道に導くことができるであろうか。できるはずがない。

○ 校内ルール
１ わいせつ・ＳＮＳ・各種ハラスメント
□ 一人対一人で生徒指導に当たる際も、極力複数で指導する。それが難しい場合でも、ド
アを開けるなどして、密室での対応とならいようにする。

□ 管理職や保護者の許可なしに、生徒や保護者とメールやＬＩＮＥのやりとりはしない。
□ 個人のスマートフォン・携帯電話等は、原則、各自が職員室で適切に管理し、校内で持
ち歩かない。

□ 生徒を車に同乗させない。
□ 休日等に、生徒と個人的に学校外で会わない。
□ 宿泊を伴う行事での見回りは複数の教職員で行う。
□ 生徒、保護者、他の教職員に対して、セクハラととられかねない言動はしない。

２ 体罰禁止
□ 体罰の禁止、懲戒の範囲について、しっかり理解しておく。
□ 暴力は決して愛のムチではなく、生徒の人格形成にまで悪影響を及ぼすことを理解する。
□ 本校の教職員みんなで、体罰が絶対に起きないよう情報を共有する。

３ 個人情報
□ 個人情報に関するデータの管理や、校務パソコン、ＵＳＢメモリ等の保管の仕方におい
て、盗難や漏洩が絶対にないよう対策をとる。

□ 不用意にフリーソフト等をインストールしない。ＵＳＢメモリや、名簿・成績などのデ
ータのファイルには、パスワードを設定する。

□ やむを得ず、個人情報を持ち出す場合は、管理職の許可をとり、管理簿（教頭席前）に
必要事項を記入する。

□ 生徒の画像等を使用するとき、２次被害に十分注意する。
□ ウイルススキャンやアップデートなどをこまめに行い、ウイルス等の侵入を防ぐ。

４ 飲酒運転・交通事故
□ 事故を起こさないように常に緊張感を持って運転をする。
□ 飲酒をした場合、量の多少に関わらず、絶対に車両（自転車を含む）を運転しない。
□ 車を運転する者に飲酒を勧めたり、飲酒運転の車に同乗したりすることも罪に問われる
ことを理解しておく。

□ もし交通事故を起こしてしまったら、まずは負傷者の救護、二次被害の防止に努め、消
防や警察に通報する。相手との連絡先交換ののち、直ちに管理職に連絡をとる。

５ 公金の扱い
□ 公金については、一時的な立て替えであっても、流用してはならない。
□ 公金が紛失等しないように、保管管理には気をつける。
□ 保護者や業者とのトラブルにならないよう、集金や支払いについて、迅速・正確・誠意
・協力を怠らない。

◆体罰やハラスメントなど不祥事つながりそうな事案については、校長又は教頭までご相談ください。


